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（５）閉会 

 

10．会議録 

 

【小沢課長】 

お時間となりましたので進めさせていただきます。 

私は本日の進行を務めさせていただきます、リニア対策課の小沢と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

それではただ今から、松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会を開会いたします。 

２番のあいさつということで、まず黒澤委員長お願いいたします。 

 

【黒澤委員長】 

どうも皆さんこんばんは。委員長を仰せつかっております黒澤と申します。新年度に入りました早

２ヶ月が経過してまいりました。早いもので、そんな中今日は皆さんお忙しい中、またお疲れのとこ

ろお集まりいただきまして、本当にありがとうございます。新年度に入りまして、対策委員会も初の

会議ということになります。第２１回目となりますけれども、新たなメンバーの方にも参加をしてい

ただいております、今日は。どうか忌憚のないご意見をいただければなと思っているところでござい

ます。また、今日は紹介がありましたように長野県の方から、飯田建設事務所リニア担当の皆様、そ

れからＪＲ東海の皆様にもご足労いただいております。ありがとうございます。 

それでは、これから約２時間を計画しているのかな、予定でおりますけれども、よろしくお願いを

いたします。 

 

【小沢課長】 

続きまして宮下町長お願いします。 

 

【宮下町長】 

皆さん、こんばんは。まずは松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会という事で、大変お忙し

い中お集まりいただきましてありがとうございます。また、特に松川町におきましては会の会長さん

が変わったりとか区長さんが変わられたりして本日初めての方もいらっしゃいます。どうか、よろし

くお願いいたします。会長からもございましたが、 長野県のほうから、またＪＲ東海のほうからも

説明として来ていただいて大変ありがとうございます。 

現在、発生土運搬が町内で行われている状況でございます。この後、町のほうからの説明をさせて

いただきますが、モニタリング調査等させていただいております。その中で比較的いい結果が出てい

るというところでございますが、やはり全国で報道されておりますとおり一回でも事故を起こすと

大変状況が厳しくなりますので、引き続き、特に事業主体でありますＪＲの皆様には気を付けていた

だきますよう、よろしくお願いいたします。また本日は地域の皆さん色んな方面から集まっていただ

いております。それぞれのお立場からのご発言がいただければなと思っております。本日はどうかよ

ろしくお願いいたします。 

 



【小沢課長】 

続きまして、ＪＲ東海中央新幹線建設部名古屋建設部の古谷部長様お願いいたします。 

 

【ＪＲ東海/古谷部長】 

改めまして、こんばんは。ＪＲ東海で長野県の担当部長をしております古谷と申します。今晩も 

大変お忙しいところ、ご説明の機会をいただきまして、誠にありがとうございます。また、日頃より

リニア中央新幹線事業にあたりまして、松川町の皆様のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうござ

います。 

おかげさまをもちまして、大鹿村のトンネル工事では、４月から実際にリニアが通る南アルプスの

本線トンネルの掘削をスタートしており、着実に工事を進めさせていただいているところでござい

ます。 

一方、新聞報道でご存知かと思いますが、トンネル工事で作業員が怪我をするという事象が続き、

前回の委員会でも２回の労働災害についてご説明させていただきました。その後、４月１５日も  

ちょっと怪我をした労働災害を発生させてしまいました。ご地元の皆様にはご心配をおかけしてい

るところでございます。その３回目の労働災害については、現在、我々と施工業者の方で原因と対策

について検討しているところでございますが、本日は、その概況についてお時間を頂戴しご説明させ

ていただければと思います。 

本題ですが、ＪＲ東海の方から発生土運搬の状況についてご説明させていただきます。今までこの

委員会でご説明させていただいた内容に加えまして、スライドと映像も見ていただきながら、状況に

ついて皆様にお話をさせていただければと思います。当社といたしましては、この委員会の皆様とし

っかりとご議論させていただく中で、松川町の皆様の思いをしっかりと受けとめ、それをよく理解し

た上で事業を進めてまいりたいと考えておりますので、引き続き、皆様のご指導ご支援賜りますよう

お願い申し上げます。今晩もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【小沢課長】 

はい。続きまして、長野県飯田県建設事務所リニア整備推進事務所調整課大島課長、お願いいたし

ます。 

 

【長野県/大島課長】 

皆様、こんばんは。長野県飯田建設事務所リニア整備推進事務所調整課長ということで、この４月

からお世話になっております大島則雄と申します。対策委員の皆様におかれましては、日頃より長野

県の建設行政にご理解ご協力を賜りまして、この場をお借りしまして、 

お礼申し上げます。また、ＪＲ東海が進めておりますリニア中央新幹線関連事業につきましては、格

別のご配慮をご理解をいただいておりますことを重ねてお礼を申し上げます。県といたしましても、

引き続き松川町の当局と連携させていただき、ＪＲ東海・関係機関との調整を図ってまいりたいと思

いますので、本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【小沢課長】 

これより新しく変わりました委員の皆様のご紹介をさせていただきます。本日の資料の２ページ

目をご覧ください。まず古町区会から知久克志様。上新井区会から新井正彦様。名子区会から稲福博



幸様。大島区会から村田肇様。部奈区会から唐沢寛文様。生東区会から下澤義彦様。それから、松川

町交通安全協会会長、熊谷誠様。松川町交通安全協会女性部長、神田葉子様。あと、今回から一つの

団体に新しく加わっていただきました。信州松川くだもの観光協会、熊谷宗明様でございます。以上、

皆様よろしくお願いをいたします。 

それでは、これより会議事項に入ります。対策委員会設置要綱第５条に会議は委員長が議長となる

ことから、黒澤委員長の進行でお願いいたします。 

 

【黒澤委員長】 

はい、それでは会議事項の方に入ってまいりたいと思います。（１）副委員長の選出についてとい

う事でございますが、ただいま副委員長さんが退任をされまして空席ということかと思います。この

選出について、事務局からご提案をお願いしたいと思います。 

 

【小沢課長】 

はい。事務局からの提案でございます。今回より、区長会長の生東区長、下澤区長にお願いをした

いと思います。本日は他の会議と重なっておりまして欠席でございますけれども、お引き受けいただ

きますようにお願いしてまいりたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

【黒澤委員長】 

はい、事務局案ということで、区長会長さん生東区長の下澤区長さんにお願いしたいということで、

調整をしているということでございます。皆様、そんな形でよろしいでございますでしょうか。 

ご異議がないようでしたら、下澤区長さんにお願いをしたいと思います。それでは事務局の方から

改めてそんな形でということでお願いしたいと思います。今日は他の会議を欠席ということでござ

います。 

それでは（２）発生土運搬状況についてという事でございます。別冊の資料があるようでございま

す。こちらＪＲさんのほうから説明ということでよろしくお願いいたします。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

 （２）発生土運搬状況について（太田垣担当課長説明） 

 

【黒澤委員長】 

前半部分でのということで、要するに現況報告ということでございます。お集まりの委員の皆さん、

日頃ご覧になってお気づきの点等あれば、そこら辺のところも含めてご発言をいただいて結構でご

ざいますので、ご質問等ご発言がございましたらお願いをしたいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。はい。知久委員さん、よろしくお願いいたします。 

 

【知久委員】 

こんばんは。古町区の知久です。よろしくお願いいたします。今ビデオでありましたように、的場

橋自体が狭い。今のところダンプの方も一般車両を優先してくれている感はあります。ところが、こ

れから台数が増えていくと、特に冬場ですね、非常に心配されます。幅員が狭い、それから譲ってく

れなかった場合に困る、それからダンプのほうも止まるところが坂道なんです。ですから非常にそこ



のあたりを心配しております。 

それで、私は何を言いたいかというと、今までに国道の取り付け部分、的場橋への取り付け部分、

そこの部分の狭窄部、狭い部分、そこを拡幅してくださいというお願いを今までずっとしてまいりま

した。そういった事が何も進めていただけない中で、ただただ今のところ問題がないからダンプの数

を増やしたい、そう言われましてもですね、私ども狭い・信号もない、それから交通誘導員を置いて

ください、それから一般車両優先というような表示をしてくださいというお願いも今までにしてま

いりました。そういった事は何もなされないまま、ただただ今のところ、この夏場で良い条件のビデ

オだけ見せられて、問題がないからと言われても、ちょっとこちらとしてはですね、納得がいかない

ところがあります。どうか、そういった事を確実に進めていただく中で、ダンプも増やしたいんだけ

どどうだと。そういったことを進めていただきたいと思います。以上です。 

 

【黒澤委員長】 

はい、ありがとうございます。冬場の問題、心配だということから、それと今までいくつか要望し

てきていただいたというわけでございますけれども、国道との取り付けの部分の狭窄部等の改善、誘

導員の設置、それから看板と、いくつかございましたけれども、町の方も聞いているかと思いますし、

ここら辺のとこは国道長野県さんの方との関係もあるかと思います。まず、その要望事項、町のほう

から音頭を取って返事、対応していただけますでしょうか。 

 

【小沢課長】 

国道の取り付けの部分でございますけども、狭いところがあります。そこが法面の方にコンクリー

トの構造物がありまして、ちょっと工事をやるにはかなり大きな事業になってしまいまして、なかな

かやるのも難しいのかなということでＪＲとは検討させていただいた状況であります。誘導員の方

は、これもＪＲと検討させていただきましたけども、これに関しましての回答はＪＲのほうからお願

いします。 

 

【黒澤委員長】 

町の方としてはＪＲさんと話をさせていただいてるということですので、ＪＲさんの方からお願

いをしたいと思います。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

ＪＲ東海の太田垣でございます。いろいろご心配の声をいただいております。過去にいろんな場所

で説明会をさせていただき、その中でおっしゃっていただいたところもございました。そういった中

で、私共として出来るところ出来ないところを町と検討してまいりましたが、先ほど小沢課長がおっ

しゃったように、狭いところを広げることについては地形的にもかなり厳しいかなというところで

ございます。 

ただ、それ以外何もしてないのかというところでございますが、あの付近での対策としては、国道

に出るところのカーブミラーを大きくし、今までは片方しか付いていなかったものを両サイド付け

させていただいてきました。また、注意喚起の看板として、道路幅が狭いというようなものも設置を

させていただいているところでございます。なかなかそれだけでは十分じゃないというようなお考

えもあるかとは思いますが、徐々に台数を増やしていく中で、円滑に流れるかどうかを確認し、もし



何かこの先も問題が生じましたら、関係箇所と調整して、問題解決にあたりたいと思います。引き続

き、できることを解決しながら通行させていただきたいというのが、今の私共の考えでございます。

よろしくお願いいたします。 

 

【黒澤委員長】 

ご発言の中に地元車優先の看板とか、誘導員を設置していただきたいという要望がありましたが、

その部分についてはいかがですか。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

工事用看板をつけていますが、どのような内容であったかというのは具体的には…。町のいろんな

所に注意喚起の看板をつけさせていただいており、その言葉がどういった言葉かというのはすぐ出

てこないですが、そういうものをつけさせていただいております。誘導員につきましても、車両を走

らせていく中で必要性は見極めていきたいと思っております。今のところ、十分流れているのかなと

私共は考えております。 

 

【黒澤委員長】 

はい。冬場の対応っていうような事もありましたけど、またそのことも冬場はいかがでしょうか。

冬場の対応について。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

冬場は凍結とかのご心配かと思いますけれども、そこも道路管理者と協議し、凍結時の場合につい

ても確認書を結んでおりますので協議したいと思います。 

 

【黒澤委員長】 

はい、ご回答いただきましたけど、知久さんいかがでしょうか。 

 

【知久委員】 

はい、ありがとうございます。ただ、何度も言うようなんですけどね、あの狭い狭窄部分の狭い部

分ありますよね。あそこ難しいからやらないよっていう言い方なんで、なんで出来ないんですか。や

ればできますよね。ただ皆さんのお考えとしては、やる必要がないと考えておると思うんですけども。

先ほどからも言いましたように、冬場ですね。下からダンプが来る、上から下ってく。凍っている。

雪があってあれしてる。狭くてすれ違いができない。かと言って下って行くほうは止まれない。そう

いった事が必ず起きると思うんですね。起きてから対策を考えますよって言っておられますけれど

も、それでは遅いかと思いますんで。何度も言うように、せめてあそこの部分だけでも広くしてもら

えませんかと。そういうお願いをしてるわけです。的場橋自体も狭い。雪が積もるようになれば、す

れ違いできませんよ。だから的場橋自体をなおせって言っても、それは難しいことだと思うんですけ

れども。そういう中で、ただただ今のところ大丈夫だから、今のところ何もないから、通りますよっ

ていうのではですね、古町区としては納得ができないんですよ。なんとか狭窄部の部分においてはや

る方向で検討してもらうと。それから誘導員を置いてもらってですね、一般車優先というようなとこ

ろをしっかりやってもらう中で問題が仮に起きれば、あれなんですけれども。何か問題が起きてから



考えますという考え方はちょっと、古町区としても納得ができませんので、そこら辺のところはもう

一度ですね、お願いをします。どうか検討をいただきたいと思います。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

ご意見としては承りますが、引き続き、地元の皆様とはお話し合いをしながら、運行の方は進めさ

せていただきたいと思います。今日お答えが出来るかというと、なかなか難しい問題ですが、引き続

き、お話し合いをしながら通行させていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

【知久委員】 

じゃあご検討いただけなければ、こちらとしても通っていただいて結構ですっていう事を言えな

いんですけれども、そこら辺はそういうご理解でいいですか。 

 

【ＪＲ東海/古谷担当部長】 

はい、貴重なご意見ありがとうございます。しっかりと検討させていただきますので、よろしくお

願いします。 

 

【黒澤委員長】 

はい。地元区長さんから強い要望という形で出ております。また、何かあってからっていう事では

なくて、先を読んだ対応をぜひお願いをしたいという事でございますので、またＪＲさんの方でしっ

かりとご検討いただいて、またご回答いただければと思います。それでは他にも、ありましたら。は

い、矢澤委員さん、どうぞ。 

 

【矢澤委員】 

お願いします。鶴部の交差点付近のことについて、ちょっとお願いをしたいなと思うんですけど。

ちょうど１０ページに写真付きで出ておりますので、わかりやすいのでこれを見て何点かお願いし

たいなと思います。 

ここに側溝整備をしてカラー舗装をしていただいて、その点については非常にありがたいなと、そ

んな声を聞いているんですが。見ていただいたりしているかと思いますが、鶴部のこの交差点は他の

交差点に比べて非常に狭いということで、前々からこの交差点を広くしていただきたいっていうよ

うな声が上がっているわけでございますけれども。左側の、道路の左側はこれは鶴部井がはしってい

ますので、ちょっと難しい面があるわけですけれども、ある程度長期の見通しをもってここら辺を少

し広くなるように、検討いただきたいなということと。もう一点なんですが、写真の下から道路が入

ってきますよね。この道路を使用している戸数は１０軒ほどなんですけど、その方たちからの声がで

すね、この道路から出るのに非常に大変だっていう。特に大きな車が、ダンプ等が行き交い通ると、

特にということなんですけど。要するに、見ていただけるとわかるように、建物が建っています。非

常に見にくい。ですので、見にくいようなことから、なんとかもう少し安心して出られるような検討

をしていただきたいということ。そういう声が多いんですけども。中には土地を提供を踏まえて何と

かならないかっていうような、そんな声も聞いておりますので、今後ですね、今すぐっていうわけに

はいかないと思うんですけれども、鶴部交差点のこの写真近辺の交通対策、そういうものを今後検討

していただきたいなと、こんなふうに思います。 



 

【黒澤委員長】 

はい。鶴部の交差点の部分について、ご発言いただきましたけれども。まずは狭いという事で、道

路の左側の部分との関係と、右から接続している部分が出るときに非常に見にくいというようなご

意見をいただきましたけれども。この辺の整備の関係は町道かと思いますけれども、小沢課長いかが

でしょうか。 

 

【小沢課長】 

はい、鶴部井を整備して道を広くというような考えもあったんですけれども、なかなかそれがすぐ

にはできない状況だったので、将来的には広くしていくような方向で検討が必要なのかなという事

があります。それからグリーンベルトの所の三叉路ですが、もう少し下流のところで土地を寄付する

ので道を造ってほしいという話は伺っております。こちらも検討させていただいております。ただ、

すぐに工事ができなかったものですから、この三叉路の所には新たにカーブミラーを設置して出る

ときに気を付けてほしいという事で設置をさせていただいております。改良に関しましては鶴部井

のところと、その下の新しい交差点の所に関しましては、これからまた検討させていただきます。た

だその時に、ここの三叉路の所の交差点はもしかしたら無くなる可能性もありますので、そこらへん

は慎重に行動しなければいけないのかなと思います。以上です。 

 

【黒澤委員長】 

すぐにはできないという事だったんですが、既に通行しているという事で、またそこら辺の見通し

はいかがなものでしょうか。 

 

【小沢課長】 

はい。どういう形になるかわかりませんけれども、ここら辺に関しましては担当課と一緒に話合い

をしていきたいことと、またＪＲとはしっかり協議をしていきたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 

【黒澤委員長】 

ＪＲさんはこの部分のご指摘のほうはお聞きになっていましたでしょうか。いかがでしょうか。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

太田垣と申します。前半部分の交差点付近が狭いという話は以前から聞いております。一方、出る

ときに見通しが悪いというお話は、また現地を見させてもらって実際どうなのかという確認をし、町

と協議になろうかと思います。そのように進めていきたいと思います。 

 

【黒澤委員長】 

はい、町とＪＲさんからご回答いただきましたけれども、矢澤委員さんいかがですか。 

 

【矢澤委員】 

台数が最初は２５台で、今回は４０台と。今後どうなるか全く、増える可能性があるのかどうかと



いうことの心配もあります。できるだけ早く検討していただいて、安全面を確保していただきたいな、

そんなふうに思っております。以上です。 

 

【黒澤委員長】 

はい。現地も見ていただけるということですので、また次回の対策委員会の時には回答いただける

ものと思っておりますので、よろしくお願いいたします。他にご発言はございますでしょうか。新井

委員さん、どうぞ。 

 

【新井委員】 

はい。上新井区会の新井です。私は上新井の交差点についてちょっとお願いをしたいと思います。

ここはですね、毎回ではないんですけれど時間帯によって、朝また夕方の時間帯は、上新井の交差点

を越えるのに３回から４回信号待ちをしないといけないというような状況も結構発生してきており

ます。それから、右折の車が先頭に入ってしまうと、もう全然車が動かないで信号が変わってしまう

というような状況も発生します。また商店街のお店の自分の駐車場へ車を入れて、それを出そうとし

ても、車が身動きが取れなくて、なかなか町道に車を出せないというお話も結構いただいております。 

それで今後、ダンプが増えるとすれば、今でさえそういう状況なのに、何か対策があるのかどうな

のかっていうこと、なかなか難しいと思うんですけど、例えば信号の右折車があった場合の時間帯の

調整ですとか、それから他の誘導の仕方ですとか、何か方策があるかどうかそこら辺を教えていただ

ければと思います。以上です。 

 

【黒澤委員長】 

はい。この上新井交差点については以前からご指摘があったり、非常に混みあうところという事で

ご指摘があった部分ですけれども、ＪＲさんはここの現状についてはどのように認識されているん

でしょうかね。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

当初より心配な所だということは承知しております。そういった中で、運搬ルートについては、 

ご迷惑おかけしてるんですが、鶴部線や洞新線と分散化してはどうかとか、あるいは、まだこれから

の話ですが、北上する時には竜東線を渡っていくような事も協議してまいります、という方針を出し

ており、長期的な話になりますが、なるべく分散化するという方向で計画を立ててきたという経緯が

ございます。 

あと地元に足を運んで、その辺りのお話を聞きながら、ダンプの運転手に対しては、譲り合い運転・

地元車優先する運転をしてください、店舗の駐車場から出たい車があった場合は入れてあげなさい

とか、そういった指導はずっとしてきたところでございます。出来ること出来ないことはあるかとは

思いますが、なるべくやれることがないかという事は検討していきたいと思います。 

 

【黒澤委員長】 

町のほうは上新井の交差点の調査等しているかと思いますが、町のほうでは現状ご指摘いただい

た部分についての認識はいかがでしょうか。 

 



【小沢課長】 

はい。渋滞をするというようなことは前からお聞きはしております。ただ、あの交差点を改良をと

いうことで一時期話があったわけなんですけども、やはり改良するにはあそこの交差点をフル規格

の改良がいいというような形の中で、今現在は少し止まった状況であります。ですので、改良工事を

やるとすれば全て右折ゾーンをつけたフル規格という形になります。それから、信号機の時間の変更

なんですけども、飯田警察署に行きましたら、あそこの信号機は自動で、車が多くなったらその方向

が青の時間がちょっと長いと。ですので、あまり変えない方がいいというような、そんなような形で

答えていただいておりますので、最終的には右折の信号をつけるとかいう事が一番大事なのかなと

思いますけれども、道がとにかく右折ゾーンがないもんですから、なかなか難しい問題なのかなと認

識しております。また今後とも県と話しながら進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

 

【黒澤委員長】 

建設事務所さんのほうは上新井の交差点のところは、当初からお話があったところなんですけど、

どんなご認識でありますでしょうか。 

 

【長野県/大島課長】 

はい。長野県の大島でございます。国道と県道の交差点ということになりますので、私どもとして

も、今後、将来的に拡幅等必要になってくるとは認識してございます。ただ、現状用地的なものも当

然ございますし、今後の利用の仕方というものをどう考えるかというところもございますので、そう

いったところも今後確認しながら、ご要望として検討してまいりたいというふうに思っております。 

 

【黒澤委員長】 

はい。特にですね、現状リニアに関する発生土の運搬ということで、非常に交通量が多くなってき

ているという。それから右折の問題等を抱えているということであります。またぜひ建設事務所さん

のほうでも、しっかりご検討いただければありがたいかなと思ってるところでありますけれども。新

井委員さん、いかがでしょうか。 

 

【新井委員】 

現状、非常に１５３号に出るのに苦労している実態を見ていただいて、本当に改良が必要だと思う

んであればぜひお願いしたいと思いますし、今お話を聞いてる限りでは、そういった対策は今のとこ

ろはないというようなふうに聞こえますが、ぜひいろんな面で検討をお願いしたいと思います。以上

です。 

 

【黒澤委員長】 

はい。この部分は当初から懸案の部分でございますので、それぞれのお立場のところで現状把握を

していただいてですね、しっかりご意見受け止めていただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。それでは他に。はい、神田さん。お願いします。 

 

【神田委員】 



はい、神田と申します。私、３月まで郵便局に勤めていたんですけれども、大島局から大鹿に上が

るんですよね、毎日。郵便の配達、それから３時少し前にゆうパックと、大鹿から郵便物とゆうパッ

クを持って下りてくるんですけれども。その時にほとんど毎日っていうぐらい小渋線を通っていた

んですけれども、その時にちょっと感じたことで。３月の途中から、そこら中の県外ダンプ車が増え

てきました。その時に、モラルのあるダンプとないダンプとすごく多くて、ここなら抜かしてくれる

んじゃないのと思うところでも抜かしてくれなくて、イライラしたこともありました。それで、橋は

もう直らないので、これはしょうがないと思っているんですけれども、小渋線は先が見えるから３ヶ

所狭い橋があるんですけれども、どのくらい上から下りてくるって分かるんですけれども、四徳大橋、

あそこは小渋トンネルを過ぎてカーブが続いてすぐ橋で、橋を渡るともうトンネルで、残土を乗せた

車が優先なんで、どのくらいの量のダンプが向こうからくるか分からないんですよね。それで、こっ

ちも空のダンプが前に５台ぐらい連なっちゃうと、もうずっと待ってなきゃいけない。一般車はそれ

こそダンプとすれ違えるんですけれども、四徳大橋は。でもダンプが前にいると全然動けないんです。

それで、４月からまた４０台ダンプが増えたという事をお聞きしました。上がっていく時間までには

大島局へ戻って来なきゃいけないのに、モラルのないダンプがあったり、それから、大鹿の住民の方

って高齢者が多いんですよね。それで、どこの橋だか分からないんですけど、５月だったと思います

が、ダンプがハザードを焚いたんで寄ってくれたから行けっていうふうに勘違いしてダンプと衝突

した、けが人が出なかったから良かったけどって大鹿の人にお聞きしたんですけれども。四徳大橋の

先が本当に何も見えないんで、あそこだけでも誘導員を付けていただいて、一般車はダンプと橋すれ

違えるんで、一般車を優先していただけるような配慮をしていただけるとありがたいなと思います。 

 

【黒澤委員長】 

はい、ありがとうございます。実際に経験をされた中でのご発言をいただきましたけれども、これ

ＪＲさんの方でお願いしたいと思いますけれども。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

ご質問ありがとうございます。大鹿分室長の水上でございます。小渋線の通行にあたっては、小渋

線全体を通して、ダンプの運行をどうしていくかというとなかなか難しい部分もございます。モラル

がある、ないというところもございます。まず小渋線については、当初より一般車優先というのが大

原則でございまして、一般車を優先させるという教育は私どもも行っております。ただ、一般車優先

はもちろんですが、優先させる以上は安全に追い越しができるところ、完全にすれ違いができるとこ

ろを選ばなきゃいけない、という教育もしっかりとやっております。現在、私どものダンプも多く走

りますが、それ以外のダンプも非常に多い状況です。それらのルールを統一していくという課題があ

るものの、私どもの関係車両については、まずはそのような教育をしております。 

当然ダンプが多くなってくると、先ほどおっしゃられたように追い越しをさせるという事をして

も、逆に追い越ししたばっかりに危なくなるケースがあるので、安全な場所がなければ追い越しは無

理にさせる必要がないと話をしています。なかなか難しいところで、一般車優先は大原則ですが、事

故するのが一番良くないと思っています。追い越しができる場所、安全な場所がなければ仕方ないと

いう部分もあり、そういうところは別の検討をしなければいけないというところです。 

それから先ほどおっしゃられた四徳大橋のところは、構造的な問題もあります。橋の向こうから来

ると何が問題かというと、四徳大橋のところで大鹿から中川村方面に下ってくるダンプは、四徳大橋



でダンプが渡っていると大鹿から来たダンプは止まらなきゃいけない、それが４台･５台と並ぶとト

ンネル直線区間のため、後ろから来る乗用車は分かりますが、１台･２台しかダンプが停まっていな

いと、一般の乗用車はトンネルでスピードを出してきますから、ダンプが停まっているのに気付かず

にぶつかる可能性もあるということです。 

先ほどおっしゃったのは恐らく、そこでハザードで点滅していると、待っていると勘違いして追い

越しした際に反対側から来たダンプとぶつかったという事象だと思います。私どものダンプだけで

はなく、いろんな会社のダンプがあり、小渋砂利組合といった関係者が集まるところがございますが、

ハザードを出す場合と方向指示器で出す場合といった共通のルールを作ろうということを今いろい

ろと話をしています。追い越しをする時は、ウインカーで抜かしてくださいというもの、前が詰まっ

ている時はハザードで知らせるというようなルールを統一することを今やっております。トンネル

の中は基本的に追い越し禁止なので、全て禁止というルールで統一をしようとしております。 

そういった意味で、なかなかルールだけですぐに何とかなるというところはございませんが、いろい

ろ私共も走っておりますので、この構造的に何か上手くならないかというところは長野県も含めて

話をしているところです。まずは、運用面で安全にできるところというところで、検討はしていると

いうところはご理解いただきたいと思います。引き続き、そういったご意見を賜りながら良い方法を

見つけていきたいと思っております。 

 

【黒澤委員長】 

非常に危険ということで、今のご発言の中にも誘導員とかっていうご指摘もあったかと思います

けど、その点のところはいかがですかね。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

誘導員をどこにつけるかという問題、また、四徳大橋のところではなかなか上手く誘導することは

難しいのではないのかというところもあります。元々、誘導員という案はありましたが、今のトンネ

ルができる前の話で、前のトンネルでは誘導員を付けないと安全にすれ違えないような場所でした。

今はトンネルができ、基本的にトンネル内は交互にすれ違えるので誘導員ということは考えており

ませんでした。四徳大橋のところは誘導員だけではなかなか厳しいところです。誘導員をつけること

で解決すればそれまでなんですが。誘導員は、そんなに何人も一度につけられないため、カーブから

出たところ、それから橋梁の狭い所というところでは、なかなか厳しい部分はあるという認識でござ

います。 

 

【黒澤委員長】 

はい。ご回答いただきましたけれども、非常に危険な部分だということはご理解いただいてるかと

思います。ルールの共通化っていうようなことを検討されているという事でありますけれども、更に

安全性が向上するような検討をぜひお願いしたいかなというふうにお願いをしたいと思いますけど

ね。神田委員いかがでしょうか。 

 

【神田委員】 

四徳大橋の向こうのトンネルから、どのくらいのダンプが来るか見えれば安心なんですけれども。

いつまで経っても切れないという場合が、上るほうがちっとも行けないという。このことなんですよ



ね。ですから、残土を載せた下りが優先という事なんですけれども、あんまりにも台数がつながった

場合は、一旦ストップして上りの一般車を上げていただけたらなと思います。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

はい、ご意見ありがとうございます。確かにローカルルールとしては、上から来るダンプが優先と

いうルールがございますが、四徳大橋みたいな所でそれを待ってるといつまで経っても上にあがれ

ないというケースがあるという事は認識しておりますので、検討させていただきます。 

 

【黒澤委員長】 

はい。ご指摘の部分も一応ＪＲさんも認識しているという事のようですので、利用者のかたが非常

に困ってらっしゃるというとこですので、何かいい知恵を出して改善していただけるように、またご

検討お願いしたいと思います。そんなことでまた、いい案が出れば出していただいて、次回にでもご

回答いただけるとありがたいなと思ったところでございます。よろしいでしょうかね。 

 

【神田委員】 

ありがとうございました。 

 

【黒澤委員長】 

はい。他にご発言ございますか。北原委員どうぞ。 

 

【北原委員】 

はい、恐れ入ります。私も今日も言うつもりはなかったんですが、今ちょっとおっしゃった中の一

部に触れますが、車両に付けるゼッケンの件で。前回も私申し上げたんですが、翌日車両をチェック

したら、もう既に全くなされてない。小沢課長にもその旨を伝えて、多分大鹿の方には連絡がいった

と思うんですが、その回答もない。今言われたように、地元のダンプもここへきて確かに増えていま

すよ。ＪＲさんたちの管理する車については、やはりいいを言われてもちゃんとしておけば、車両の

区別がわかるはずですよ。俺は大型に乗ってるんで一番わかる。今運転手もずいぶんマナーの悪い連

中が地元の運転手もそうだけど非常に多い。これは事実ですよ、本当に。今この地域でよく、ご婦人

がたから直接私に言ってくるかたもいるんですが。私たちは小さい車じゃない、あの車でかいよねっ

ていう、そういう威圧感っていうのは、そういう意見なんです。例えば交差点で徐行するのは当たり

前あって、ただすっと大回りする奴もいるし、今かぶせる奴はいないけど時たまいます。その表示っ

ていうのは恐らく、誰がそれをチェックしておるのかっていうことが一つの問題であって、朝礼をせ

っかくやっているならば、車両をチェックする事は簡単なわけだと思うんですが、その点はいかがか

なと思います。 

それと、駒ケ根から降りて本郷方のバイパスを走って来る空の車いますが、前回も伝えましたけど、

つい３日前ですね、月曜日かな、２台の車両の裏をついてきましたけども、６７キロで走行してます

よね。一般道路って何キロなんですかね。俺の車にもタコメーター付けてあるので記録が残ってます

が、そういうものってあれですか、大鹿における車についてのタコメーターのチェックは誰がやって

るんですか。ＧＰＳはただ車がそこにただ行くだけのチェックだけしか行ってないＧＰＳですよね。

何の意味も果たさないＧＰＳですよね。 



おそらく今のダンプの皆さんの記録計っていうのは１週間計を使うと思うので、月曜日に入れれば

土曜日まで。もしくは金曜までは抜かなくても、次の記録を毎日していくわけですが。１００台から

の車のチェックをどなたがやってるんでしょう。社名を申し上げるけど、フジ勢っていうとこの車が

一番駄目ですね。前々から言ってるけども、地元の車は何か目印っていうのは、要するにそこが一つ

の目印として中央道のリニアの残土を運ぶ車だよっていうのを、伊那工区においても高森工区にお

いても、名義をちゃんとしてますよ、地元の車は。フジ勢のグループだけですよ、してないのは。ダ

ッシュ板にただ置いてあるだけ。見えないです、あんなもの。裏と側面が見えても、前では重要なも

のなんですよ。形は大型なんていうのは、誰が見たってどこのメーカーなんてことは、ご婦人がただ

って一般の人たちには分かりませんよ。それが一つじゃなくて、これ何回言ってます、ここで。だっ

て一つが改善をされてないものが、先ほどからいろんな意見の中で、安全をどこで担保するんですか。

だから、これは工事はどんどんやっぱり進めてもらうのは、いずれにしたって我々が反対するってい

うのがないわけですが、安全っていうのはやっぱり町内を走る以上、責任を持ってもらわないと、も

っと悪いと思いますよこれは。何か大きな事故があったらこれ、これだけじゃすみませんよ。だって

この間の、中川村の生コンの件だってそうでしょ。地元の人の通報があったからあれが発覚しただけ

で、どうです。大手のゼネコンが平気でああいう事をするんですから。私も地元紙の新聞の社説は全

部取って全部読んでいます。この中でほとんど、誠意がないという文章に末尾をとめていますよね。

もっと寄り添うべきだって、地元の方の意見を聞くべきだと。 

次、三遠南信自動車道の青崩のトンネルの工事の関係で、地元の皆さんも、県の皆さんね、国土交

通省の関係だから、トンネル工事の案内までして、後でいろいろ言われるといといけないのでってい

う。地元の方たち有志、飯田市の関係の皆さんが青崩の開通したトンネル見に行ってますよ。要する

に誤解がないようにということを表示してるわけですよね。それも地元紙にはちゃんと書いてあり

ます。だから、ちょっとしたすれ違いが後のそういう色んな問題の発端になりかねないので。今一遍

そこのところを少なくとも県外から来ているダンプの皆さんには、彼らにとっては、それは飯場でね

本当に四六時中仕事した後に一杯飲むだけで休まれるっていうつらい仕事だと思うけど、これも仕

事でしょうがないですよね。でも地元の皆さんには、そういう色んな問題を発生させられることはこ

れは迷惑なことなんで。 

それと、さっき古町の区長さんおっしゃったけども、もっと怖い所もあるんですよ、皆さん知って

いますか。全然気が付かないでしょ、こうやって俺が言うの。林叟院の入り口ですよ。１５３号線の

本線。皆さん飯田へ向かって走ったこと、毎日走ってると思うんだけども、竹やぶに向かった擁壁が

もう既に１０センチ下がってますよ。１５３。なぜ俺が言うかというと、あそこのバイパスの一番先

の工事の時にあの工事を手助けしたものです。ここは必ず将来は崩れるだろうなっていうのは、当時

言ってました。要するに下は、もう湧水が出て、当時のどうですかもうバイパスがあいて５０年６０

年です。ブロックの手前のわづめのところに土を入れても結果、湧き水で全部下へさらわれているの

で、あの竹やぶの下へ行くと湧き水でもって出てますよ。その分だけ道路がどんどん陥没してるって

いう現実は、今日お帰りの時見てってください。もし高森工区の車が増えて、どんどん行ってる間に、

あの擁壁が抜けなければいいがなっていうのが常。大型の運転やっていると一番ようわかるので、ま

たそこは町の役場の小沢さんも見てください。 

それで前、伝えたように、小沢課長、竜東線に分散っていうことは出来ないもんなんですか。地元

のダンプだけでもちょっと話し合いを持って。別に竜東から豊丘に回っても問題ないわけですよね。

リニアの車を含めてですが、一般のダンプの関係については。 



 

【黒澤委員長】 

いくつか重要なご指摘をいただいておりますので順を追ってご回答いただいた方がいいかなと思

います。それでは厳しい安全管理のチェックの問題をご指摘いただきましたけれども、その部分につ

いてはＪＲさんの方でご回答いただきたいと思いますが、まずそれからお願いいたします。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

ご意見ありがとうございます。以前もダンプのステッカーの話はいただいており、具体的な会社名

も出していただいたところでございます。私共も様々な他県からのダンプも入ってきておりますが、

ダンプによってフロントガラスの部分に置くと視界が悪くなるため、若干ずらしたりしているとい

うところは聞いております。先ほどの１社は、どのダンプも全てという感じですかね。 

 

【北原委員】 

あのフジ勢の車は高森工区が主体で走ってると思いますが、白のいすゞっていうメーカーの車両

は、１台を除く全車両が全部ただ置いてあるだけです。確かに、視界という事を言われると、実際右

側の、要するに運転席側のコーナーにこういう登録の板を置くと一部のこの角っていうのはちょっ

と見にくいっていうことは、現実としてないわけではない。ただ、大型にはご存知のように大きな巨

大なミラーがついてて、アンダーミラーで全てある程度把握ができるわけですが。地元のダンプはそ

れを全部きちっとフロントガラスに貼り付けて、対向の人間から見えるように表示をして走行して

るっていうこの現実がある以上、万が一それが例えば、フロントの中でそれを貼り付けることが不可

能だということであったら、キャリィの外に貼り付ければもう問題は解決するんじゃないですか。登

録してる、これは要するにＪＲ東海さんの車両だよっていうのは告知されておけば先ほどみたいに、

いろんな問題がダンプで発生した場合、裏も現在付いてるし、前にもつけていてはっきり分かれば、

区別がつくということ。中にはそれが悪い運転手もおればそういうもんであの番号だよってことは、

例えば通報することが出来るわけですから。それをするがための要するに表示っていう形に解釈す

れば、なんら問題がないと思うんですがどうですか。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

フロント以外では後ろや両サイドにも貼っている部分もありますが、フロントだけですね。確認は

しておりますが、視界が悪いという話になると安全上問題があったため、そこは安全最優先で、とい

う話をしていたところです。再度、確認して目立つ方法はないか、もう一度検討させてください。 

 

【黒澤委員長】 

はい。きちんとやってる車両もあるという中で、ということですので、そこだけ安全管理上という

ことはないのかなというふうに私も感じましたが。あと、速度の関係とかのタコメーターの関係とか

のチェックの事についてもご指摘があったかと思いますけど、そこら辺のチェック体制については

どうなんでしょうか。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

すいません。戻ってきた後に速度確認をしてるかどうかっていうところまでは、今日の段階で具体



的に申し上げることができないので、そこは確認をさせていただきたいと思います。 

前回、アルコールチェックのご質問いただいた際には、どういうふうにチェックしてるのかというと

ころは、それぞれの安全運転管理者が毎日の始業前と後にアルコールチェックを行っているという

ところは確認しております。それから個人の方が個別に通勤で使うような場合のアルコールチェッ

クも４月１日以降の道路改正法の改正で、携帯用のアルコールチェック機を渡しており、それで確認

するのと併せて、本人から、通勤なので直接対面でできないものですから、電話で話をしながら大丈

夫かどうかという確認はやってるところでございます。 

 

【黒澤委員長】 

はい、ご指摘をいただいておる部分についてはですね、また指摘しても返事がないっていうか、そ

ういうご発言もあったかと思うんですよね。やっぱりそういうところがその信頼関係に繋がるとい

うところもご指摘があったかと思うんで、やはり地元の住民の皆さんとうまく理解し合ってやって

いくというところで重要な部分かと思いますので、そこはきちっとお返事をいただくということが

肝要かと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

申し訳ございませんでした。町さん経由してお答えが届くようにしたいと思います。 

 

【黒澤委員長】 

それから、国道の関係で小沢課長。ご指摘ありましたけれども 

 

【小沢課長】 

はい。林叟院前の東側の片側の方がへこんでるというような、そのような話だと思います。ここに

関しましては、前河原道路という道路を造りまして、土留めのほうをテールアルメという工法できち

んと留めます。そうすれば今言ったような、沈んでいくような状態がなくなってくるのかなと思って

おります。 

それから竜東線を使ったらどうだというようなご指摘をいただきました。今現在は国道を往復１

５０台ずつ、ＭＡＸ１５０台往復という形で現在ありますけども、高森町役場の方に、事業が高森町

事業なもんですから、高森町役場の方に連絡をしまして、行きは国道でも帰りは竜東線を、宮ケ瀬橋

が出来たので、そちらの方を使うような方向で検討していただけませんかという投げかけはしてお

ります。ただ、現在はきちんとした回答はいただいておりませんので、今後また高森の方に投げかけ

をしていきたいなというふうに思っております。以上です。 

 

【黒澤委員長】 

北原委員さん。回答いただきましたけど、まだ漏れがありませんか。 

 

【北原委員】 

結構です。ＪＲ東海さん、再三こうやって周りから言われても、現実あれだけの工事をやっていて、

それでもあれだけの事故が起きるんですから。今後台数が増えてきて、全くゼロで工事が終了してく

れるのは地元は願いますよ。でも、交通事故なんて、いつ、さっきの冬の凍結事故だとかそうしたも



のはもう想定外のものである。やっぱりそういうものをやった時に、相手がでかいだけに小さい車の

事故っていうのはご想像されりゃ分かると思いますよね。ですからそれをうるさく言うっていうの

は申し訳ないですけど、実際地元の人たちにしてみれば、特にこの辺は農繁期なんかは軽トラでボソ

ボソ一時停止をしないようなおじいさんが飛んで歩いているけれども、実際そういうもんだっても

う直面すれば、運転手によってはこんにゃろって言うやつもいるわけですよ。やっぱそこらは内々に

してもらうにしても、事故があってからでは遅いので、もうそれ以上やってこういう場所で頭下げる

のももう皆さん大変じゃないですか。それをだから言ってるんですよ。自分も全国を飛び回ったとき

に散々いろんな目に遭いましたよ。裏から追っかけまわす、どうのこうのなんてあんなものは日常茶

飯事。今だって全く全然終わってませんよ。だから、それと同じで、やっぱり繰り返さないことが大

事でしょう。町としてお願いしたいのは、小沢課長やっぱり逃げ腰ですよ。高森のために土を運んで

いるんだったらそれは強制的にそれをさせるべきじゃないですかね。いつまで待っとったって終わ

っちゃいますよこんなの残土。そういうふうして前進しましたよっていうのは、次の会議のときに報

告してもらえないから、いつもこういう激しい討論になってくと思うんですが。ぜひお願いしたいで

す。以上です。 

 

【黒澤委員長】 

はい、ご指摘のとおりと思います。回答をきちっといただくっていうことを大切なことかと思いま

すので。また町の投げ掛けしているという部分についてはしっかり回答いただいて、次回にはしっか

りといい回答ができるような形で進めていただければと思いますし、次回の検討委員会前にできれ

ば、もっと良いかと思いますけども。 

はい、それでは時間も経過しておりますけれども、他にご発言ございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。何かお気づきの点がありましたら最後にまたご発言いただく機会を設けたい

と思いますので。それではＪＲさんの方もこれ前段ということでしたね、説明ね。 

後段の説明の方。町のほうから。 

【片桐係長】 

 （３）車両モニタリング調査及び移動コンテナ局測定結果について（片桐係長説明） 

 

【黒澤委員長】 

はい。町のほうで職員がそれぞれ調査をした結果報告ということでございますが。最後の所見のと

ころで、それから各場所で２台以上の連行っていうのが複数あるという状況がどこでも見られてい

るようですけれども。先ほど的場橋の所ではあんまりそういう形ではなかったというＪＲさんの報

告だったかと思うんですが、この２台以上の連行問題については、ＪＲさんはどんな対応でお考えで

しょうか。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

各所で連行しているという話は聞いております。私共も走っておりますので、当然確認はしており

ます。ただ、２台以上連なるのをゼロにしろというのは、なかなか難しい状況ではございます。大鹿

から運搬していきますが、大鹿を出るときに間隔を空けられない部分やすれ違いができなかったり

する部分があります。ただ、一番最初に出るところはなるべく間隔を空けて出しますが、途中でやっ

ぱり止まったりするとどうしても連なってしまうので、何回かに分けて間隔を空けて出すようにし



ています。 

一方で、高森･伊那から来るときも間隔を空けて運搬するようにはしてます。場合によっては、連

続して出てきたというのも聞いております。こういうことをやっているにも関わらず、コンビニやガ

ソリンスタンド、お昼終わりの後に連行して出てくるというケースもありました。この前後や中間地

点で間隔を空けるという行為以外にも、走りながらダンプの間隔を空けられるようにするのは、なか

なか難しいので、運転手の方にも出発するときには、なるべく間隔を空けて運行するように教育して

いるところです。この問題は台数が増えると、同じようなケースがこれからも発生すると思います。

ここはずっと課題だと思ってますので、何とかいい方法を考えていきたいと思っています。 

 

【黒澤委員長】 

はい。この問題は搬出が始まる前から指摘されていた問題だと思います。それで現状こういう形で

あれば今ＪＲさんのご回答のように、台数が増えれば更に３台４台５台というようなそういう状況

になってくると、非常にこの影響が大きく出て来るのかなというのは、想像がつきますので、そこら

辺のところはぜひともまた対策をしっかり。当初も間隔を取って出発しますのでという話をいただ

いとったわけですけれども、それでもですね、状況によっては連なってしまうことはあり得るんです

けど、台数が多くなればもっとひどくなりますので、さらに間隔をきちっと空けて出すとか、そうい

う状況に合わせた対応も必要になってくるかと思いますので、町の方でも調査した結果実際にこう

いう状況が出ているということですので、また対応をしっかりお願いしたいと思います。はい、町の

報告がございましたけど、モニタリングの。これについて、ご発言等ございますか。はい。寺沢委員。 

 

【寺沢委員】 

前回も申し上げたんですけど、併せて振動と騒音をやっていただきたいということを申し上げて、

その回答は町にしてもＪＲにしてもないということで。ただ科学的に振動と騒音は果たしてどこま

で必要なのかということも、私は素人ですので分かりませんけれども、町としてはどうでしょうか。

振動と騒音もついでに、大きな設備ではないと思いますんで、ぜひやっていただきたいと思いますが。

単にＪＲさんのダンプだけではなくて、インターを出入りする車の騒音とか振動も併せて取ること

ができますんで、ぜひ。今３番のことについて言っておりますけれども、ぜひともいかがでしょうか

お考えください。 

 

【黒澤委員長】 

騒音と振動についても、調査すべきじゃないかというご発言かと思いますが、町の方。環境につい

ては設置をしたけども、他の部分はまだできていないんじゃないかというご指摘ですけれども。町の

対応としては何かありますか。 

 

【小沢課長】 

そうですね、振動・騒音の関係はＪＲさんの方にお願いしていただくしかないのかなというふうに

思います。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

太田垣です。騒音と振動については、町との確認書ではどこでやるのかというのは協議になってま



す。運行開始前には七椙神社前で測定させていただいており、これからまた台数が増えてきたところ

で、もう一度させていただきたいと思いますし、今後も定期的に測っていきたいと思います。また、

測定次第ご報告させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

【寺沢委員】 

すいません。次回の対策委員会はいつ開かれるのかよく分かりませんけども、その時までには必ず

結論を出していただいて、結局これから１２０台、７月から１２０台というふうに増えるわけで、前

段の問題も全て台数がそれだけ多くなってくるということは、全てに関わってくるという。安全の問

題もそうですし、マナーの問題もそうですし、全てがこれに関わってくるということで、ぜひとも次

回までの対策委員会をなるべく早めに開いていただいて、その時までに回答をぜひいただけるよう

に。騒音・振動は、機械的にどれほど難しいのかという、施設的にお金がどれだけかかるのかってい

うこと、それも含めてお聞きしたいと思います、次回までに。 

 

【黒澤委員長】 

はい、次回までにということであります。既に測定をした経過もありますと思いますので、今ご指

摘の部分は、メモを取っていただいたと思いますので、しっかりお願いをしたいと思います。町のほ

うとしては、対策委員会は次回っていうのは、見込みとか計画とかございますかね。定期的にという

ような形なのか、何か変動があるときに計画しているというか、 

次回についてお願いをしたいと思いますが。 

 

【小沢課長】 

はい。まずちょっと次回の日程が確認取れておりませんけれども、近日中にやる方向で進めたいと

思っております。その時にまた今言われたような回答ということでありますので、またＪＲさんの方

と協議しながら、設置場所の関係も考えながら、報告させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

 

【黒澤委員長】 

近日中っていうと、一週間とか１０日ぐらいっていうふうになっちゃうんですけど、１ヶ月ぐらい

の間にとかそんなスパンかなとは思うんですけど、近日中ということで、また開催するということで

よろしいわけですか。 

 

【小沢課長】 

１ヶ月前後で開催をしたいなというふうに思っております。 

 

【黒澤委員長】 

はい、寺沢さん、そんなような予定でということでございますので、またご通知がまいるかと思い

ます。各方面、それまでには回答準備いただくということであります。よろしいですか。 

 

【寺沢委員】 

結構です。 



 

【黒澤委員長】 

他に、この町のモニタリングの関係についてございますでしょうか。よろしいでしょうかね。はい、

それでは（４）の方に入ってまいりたいと思いますが、これがＪＲさんの後段の部分っていうことで

すね。はい、それじゃ説明の方お願いいたします。 

 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

 

（４）7 月以降の松川ＩＣ方面運行計画について（太田垣担当課長説明） 

 

【黒澤委員長】 

はい、ただいま７月以降の運行計画ということでご説明をいただいたわけですけれども、要するに、

当初の道路整備、洞新線と護岸線っていう第３のルートの工事が遅れておりまして、その影響で現状

の運行形態で、４０台から６０台に、２０台増えてしまうと、そういう状況で運行せざるを得ないが、

よろしくお願いしたいというお話だということであります。 

工事の遅れの状況なり整備の状況については町がやっている状況ですので、またそこら辺の補足と

いうことで、町の方でご説明いただければと思いますが、お願いします。 

 

【小沢課長】 

現在のリニア発生土ダンプの運搬におかれましては、街中を走行する、これは伊那の工業団地で運

ぶ計画でありますので、伊那市役所の担当者の方へ、4 月の中旬ぐらいに行ってまいりまして協議を

してまいりました。町の現状を説明して、片桐松川沿いの町道、これを改良するまで８０台の台数で

お願いできないかというような形で相談をしたところであります。しかしながら本年１２月に企業

１社が既に進出するというふうに決まっておりまして、外構工事を考えますと、遅くとも９月末まで

には一区画だけ大至急造成を完成しなければならないというようなことを報告を受けたわけでござ

います。 

ただ、松川町とかですねいろいろ話をする中で、１２０台を減らせるかどうか分からないんですけ

ども、代替策を検討するというような報告をいただきました。引き続き伊那のほうの担当の方に話を

させていただきまして、少しでも台数が少なくなるように要望していきたいなというふうに思って

おります。 

それからお手元にＡ３の用紙があると思います。今現在の整備状況の説明をさせていただきたい

と思います。まず右側の右下にあります赤いラインですが、これが町道洞新線になります。左側が国

道で右側が県道松川インター大鹿線になります。今回この町道洞新線の道路改良ですけども、幅員と

しては、路肩が０. ７５車道部分が２. ７５と２. ７５の２車線道路になります。合計で幅員が７メー

ターの道を全部で約１キロほど造る予定でございます。今回一般入札しまして、１工区が２４０メー

ター、これは泉崎組が受注しております。 

続きまして２工区ですけども、延長が７４０メーターで、これシブキヤ建設が受注をしております。

今現在の状況ですけども、現地の測量をして進めている状況でございます。 

それから左側にあります青いところですが、町道護岸線の局部改良という事で、部分的に改良とか待



避所を造るような計画を今現在たてているところでございます。まだ場所は確定しておりませんが、

今現在施行箇所の計画中でありますので近いうちにまた皆様方にお示しできるかなと思っておりま

す。紫色の字に関しましては、これが片桐松川沿いの運搬ルートという事でありますので、今現在の

改良計画はこのような形になっております。以上です。 

 

【黒澤委員長】 

洞新線の工期は、遅れている中で受注をしたという事ですので、いつ出来るんでしょうか。 

 

【小沢課長】 

舗装まできちんとした完成断面になりますと少し年内までかかるのかなという感じで考えており

ます。ただ、路盤までやって片側だけでも通行できるようになりましたら、ダンプを通してこの道を

使って片桐松川沿いを行くというようなそのような形で考えておりますので、それの関係が９月い

っぱいまでには現場の方で業者さんと話しながら進めてまいりたいとそのように考えております。

以上でございます。 

 

【黒澤委員長】 

はい、このダンプの通行、発生土の運搬に利用できるようになるのは早くて９月と。道路完成は年

内一杯というような町の回答でございましたが。この護岸線の方はまだ計画中ということなんで、こ

ちらの方はどうでしょうか。 

 

【小沢課長】 

護岸線の方に関しましては近日中にＪＲさんと協定を結べるかというふうに思っております。そ

れから、その後すぐに発注ではなくて、ここのところの計画ができましたので、河川の書類だとか砂

防の書類だとか、そこら辺を県の方に提出をして許可がおりましたら発注していくというような形

になります。これは９月一杯までには何とか間に合わせたいなというふうに思っています。 

 

【黒澤委員長】 

はい、こちらの方は部分改良っていうことですし、洞新線が９月に通れるようになっても、結局こ

っちが通れなければルートとして完成しませんので、ぜひ９月にはという形での町の方には進めて

いただきたいと思います。はい、それぞれＪＲさん、町のほうから説明いただきましたが、7 月以降

の運行計画についてご発言ございましたら。はい、熊谷委員さん。 

 

【熊谷委員】 

はい。松川くだもの観光協会の熊谷宗明と申します。よろしくお願いいたします。観光協会の立場

から一点お願いをしたいと思います。新型コロナウイルスも徐々に収まりつつありまして、観光の窓

も少しずつ開いてまいりました。６月より最盛期ですと３万人余の観光客を迎え入れておりました。

さくらんぼ観光も始まってくるわけでありまして、秋までかなりの観光客が訪れてくるのではない

かと思っております。さくらんぼ観光に対しましてもマイカー並びにバスの予約も思ったより入っ

てきておりまして、いま対応に追われているという状況であります。観光といいますとどうしても土

日に集中してくるわけであります。５５軒の協会員がおりますが、沿道沿いで直売してる方たちもお



りますし、松川インターからおりて来る、それから農道を使って観光客が来る。そういう中で東浦交

差点を１２０台のダンプが通過するということになるわけでありまして、協会員は観光並びに観光

客にたいする影響を心配するわけでございます。そういった中で、何回も要望してきておりますが、

土曜日のダンプの運搬を休工してもらえないかという事を訴えてきております。その点についての

見解をまずお伺いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

【黒澤委員長】 

はい。ＪＲさん。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

ご意見ありがとうございます。土曜日運休の話は、以前から伺っております。私共もいろんな所を

通って行きますので、なるべく土曜日は観光に与える影響というところも含めて、全部の土曜日運休

というところまではいきませんが、なるべく土曜日は休めるように調整はしております。 

特にこれから観光シーズンになると思います。お盆期間は当然休みますが、9 月 10 月 11月にか

けて、9 月の中旬以降の土曜日は休めるように調整をしてます。7 月は月３回、この 9、16、23日

と３回休む予定です。８月は、お盆期間中休むということで、特に土曜日というところは予定してま

せん。９月は、17、24日の土曜日を休む予定です。10月は、１日も含めて全部休めないかという

調整はしています。10 月 11 月までの予定は確実というところではなく、10 月 11 月それぞれ月

２回土曜日は休むことにしてますが、全部休めないかという調整は行っているところでございます。

全部休むというところまでは至っていませんが、なるべく土曜日に休めるような調整はさせていた

だいてますので、ご理解いただきますようよろしくお願いします。 

 

【黒澤委員長】 

ＪＲさん、さくらんぼ観光というのは、６月ということで今お話があったんですが。 

 

【ＪＲ東海/水上分室長】 

すいません、６月で申し上げますと 11、18 日は△になっています。この△は、台数調整として

いるところであり、今のところ 11、18日は伊那への運搬をやめようと思ってます。松川 ICに上が

っていくダンプは通らないという予定でございます。 

 

【熊谷委員】 

はい。ご配慮いただいているという点は理解したところでございますが、気持ちとしては大鹿村観

光協会と同じでございまして、やはり大鹿村は歌舞伎で有名でございますし、松川町は果物の里とい

うことで町をあげて果物生産に汗を流しているということでございます。そういう営みをダンプの

台数が多くなることによって、影響が出てイメージダウンになることが一番残念なことになるだろ

うと思っておりますので、更なる配慮をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。以上

です。 

 

【黒澤委員長】 

ぜひともまた、ご検討いただきたいという事で。司会が何ぶん不手際で、９時という時間になって



しまいましたが、先ほど手が挙がっておりましたので、もう少しお時間をいただければと思いますけ

れども。西尾委員さん、どうぞ。 

 

【西尾委員】 

すいません、時間が予定時間を過ぎて迫っている中で、ちょっと一点だけ確認させてください。黒

沢さんもおっしゃったんですが、元々４０台ずつ３ルートで運ぶ予定でしたよね。工事が遅れたんで、

その行けるところの残りの２ルートに振り分けて、４０台を６０台にしてくださいねとこういう話

ですよね、ざっくりした。小沢課長を中心に伊那市との協議だとか、大変な努力をしていただいてい

るとは思うんですが。素朴な疑問で、４０を６０に増やす必要ってないんじゃないかと私は思ってい

るんですよ。どういう事かっていうと、他にルートがありますよね。他に回るルートがありますよね。

地図を見ればわかる。要するに国道を行って、国道から、これは前に私も発言させていただいた通り、

駒ケ岳のサービスエリアもしくは駒ヶ根のインターチェンジから上がっていただいて、帰りも行っ

た道を帰ってくる。令和４年の第３クォーターの入り口までには何とかなるんであれば、そういう短

いスパンの中で、そういう運行方法やって４０台・４０台というのはそのままでいけるのではないか

というふうに考えて。元々この４０台４０台４０台でいくという事は、住民の説明会で、こういうふ

うに減らしますよということで了承が得られたことで。前回の、確か川瀬委員が４０を６０にするん

だったら地元の説明が必要だよねという話をして、ちょっと議事録がないんで分かりませんが、町の

方へそういう発言したら検討しますという回答だったと思います。なので、そういうことをせずに済

む方法は、国道へ行って国道を通って帰ってくるということで、街中の２ルートを４０を６０にする

ことなく変更ができるという事ではないかと、素朴に考えるんですが。このルート案を採用しない、

もしくは採用できないという理由を教えてください。 

 

【黒澤委員長】 

はい。これ９月になれば当初の３ルートということかと思いますが、それまでの間、国道を利用し

て現状の台数を、町内を通る台数は現状通りでという、そういうご提案というか、こういう考え方が

できないかという事でありますけれども。ＪＲさんの方はそういう検討はなされたかという事と、こ

れからも検討できるかどうか、ご回答いただければと思いますが。 

 

【ＪＲ東海/太田垣担当課長】 

他のルートはどうかというお話で、確かに他のルートも考えられるとは思うんですが、まずは運行

させていただいてるルートでもう少し台数を増やせられないかというのを、一番最初に考えさせて

いただきました。その中で、そのためにそれぞれのルートで今の台数でどの程度流れてるのかってい

うのを確認してまいりました。また、いろんな場所にも調査させてもらってるんですけれども、そう

いったことで、今のルートで増やさせていただけないかということで検討しておりました。 

また、国道 153 号を往復するということで、途中のインターチェンジで乗るという形になるかと

思うんですけれども、これまでの説明の中でも、片方は隣のスマートインターで降りるところまでは、

何とか往復の時間で何とかなるんですけども、片方は松川インターから乗って、片方は隣のインター

でおりると、両方とも隣のインターで上って下りるっていうのだと、やっぱり時間的にも厳しいです

し、なかなか難しいという中で、今回このルートで進めさせていただきたいと考えているところでご

ざいます。 



 

【西尾委員】 

前回お示しいただいたインターチェンジをですね、駒ケ岳もしくは駒ケ根のインターチェンジを

往復とも使うという実車データ、ダンプを走らせたわけではないというお話でしたけれども、実際に

そんなに大きく時間の相違はないっていう結論ですよね。お示しいただいた運行表というのを見る

と。今回、特に短い期間であるということ、それから場合によったら片側通行ということで、そうい

うことが可能になるということも考えると、今４０台４０台４０台で地元同意がほぼ街中の、その完

全に納得している人がどれぐらいいるのかって事はわかりませんけれども、あれで一応決着を見て

るところ、これ６０台になりますっていう話が、果たして区長さんたちもいらっしゃると思うんです

が、これこういう話らしいんでって言って、ああそうですかって。それ、なし崩し的にそういうふう

な話にしてしまうよりは、そっちの方を検討した方が遥かに楽なのではないか。町だって川瀬さん前

回確認した通り、何らかの形で地元の説明会やらずにすっ飛ばして、こういう話が運行を変えざるを

得ません、よろしくね。この程度の話で済ますっていうことは、許されないのではないかというのが

私の考えです。 

 

【黒澤委員長】 

はい、私も前回の川瀬委員の発言は記憶しております。ＪＲさんの回答も、調査をする中でという

回答はあったかと思いますけれど、意見を聞いてというのはあったかと思いますけれども。今ご指摘

のように、要するに合意を得たのは３ルートで４０台っていうことで合意を得ている中で、やはり変

更する、台数を増やすんであれば、やはり地元の皆さんに理解を得る説明をする場を設けるというこ

とかと思います。 

それでまた今、国道１５３を使うというのが、まだＪＲさん、最初のときには検討したかもしれな

いんですけれども、今回この護岸線、洞新線が間に合わないっていう中での代替ルートっていうこと

では検討されてないと思うんですよね。そういう意味で、今ご指摘いただいたこの３ヶ月間に限って

ということだと思いますけれども、そういう意味で今、ご提案というかご指摘いただいた部分につい

ては、検討していただけないかなというふうに私からも思うわけですが。いかがなもんでしょうか。

それと、説明会についても、台数増やすにあたっての説明会についても、ご返答いただければと思い

ますけれども。 

今ご回答いただくのもなかなか難しいかとは思うんですけれども、国道ルートを使うっていう部

分については。台数増える部分については、前回の対策委員会でも説明すべきだというご意見があっ

たかと思います。そこら辺のところは小沢リニア対策課長も記憶されてるかと思いますけど。よろし

いですよね。川瀬委員からそういう説明を。町の方、小沢課長いかがですか。 

 

【小沢課長】 

はい。運搬自体の主体がＪＲさんなので、ここらへんはＪＲさんとの検討が必要なのかなというふ

うに思ってます。それから、今回町としても４０台ずつの８０台ということでお願いをしておりまし

たけれども。これはなぜかというと、国道のほうのルートも考えさせていただきました。ただ、どう

しても交差点で右折が出てしまいますので、右折が出ちゃうとちょっと渋滞の原因にもなるのかな

ということで、今現在またＪＲさんの方と詰めている状況で。説明会の方に関しましては事業主体で

あるＪＲさんとよく協議が必要かと思います。 



 

【黒澤委員長】 

はい、町としてはＪＲさんとこの３ルートが、完成しない洞新線・護岸線ができない、遅れている

状況の中で、国道利用もＪＲさんと検討したという。けれども、右折等の影響で理解が得られれば台

数を増やす形でお願いする方がいいんではないかという事になったという経緯なんでしょうかね。

どちらにしろ、今のご指摘あったようになし崩し的に４０台が６０台になるというような形は問題

があるのかなと思います。住民の皆さんのご意見が、それぞれ調査してるということでしたけれども、

きちんとした場を設けるということが大事なことかなとは思いますけど。その点についてはまたＪ

Ｒさんと町と協議をして、設営をしていくという、そういう確認でＪＲさんもよろしいですかね。一

応そういう流れで対応していくという事ですけど、西尾委員さん、いかがでしょうか。 

 

【西尾委員】 

ありがとうございます。今もちょっと松浦さんとお話ししていて、この場って何らかの結論を出す

場ではなくて、それぞれの意見を言う場で、情報を共有する場でしかないという事なんですが。そこ

を乗り越えてですね、今回私が申し上げた、あるいは北原さんや寺沢さんが前回から言っている事っ

ていうのは、結論を出さなきゃいけない課題じゃないですか。あの観光協会でも、くだもの観光協会

の熊谷さんがおっしゃった事もそうですけど、やっぱりそういうような事を、「貴重なご意見ありが

とうございました」「じゃ次の方どうぞ」。よくある会議のパターンにとどまらないようにしていただ

きたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【黒澤委員長】 

はい。ご発言の通りだと思いますので、次回までにはきちっと回答をいただくということで、お願

いします。ＪＲさんの方でもまたよろしくお願いしたいと思いますけど。町の方もＪＲさんと協議を

する中でという部分は、しっかり協議をして、約１ヶ月先という、先ほど町から回答がありましたの

で、次回の対策委員会は。それまでにはきちっと回答をいただくということでお願いしたいと思いま

す。西尾委員さん、そんな形で進めていきますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 

【寺沢委員】 

はい、もう一つだけ。 

 

【黒澤委員長】 

それでは簡潔によろしくお願いいたします。 

 

【寺沢委員】 

前回もお話したんですけど、北原さんもおっしゃったんですけど。新井区の皆様も困っているし、

大変新井の交差点が集中しているということで。北原さんもおっしゃったんですが、生田や生東の皆

さんもおっしゃっていないので、そこで私がそういうことを言うと失礼というか問題になるかもし

れませんけど、やっぱりある程度、痛み分けということが必要で、どうして生田ルートへ、それじゃ

全部が生田へ回すとかいうことじゃない、半分にしようとか、そういう事じゃなくて少しは負担して

いただけませんかという、そういうことが町としてはですね、仲介をできないのということなんです



よ。大事なことじゃないですか。新井の交差点が、もう渋滞で困っている。その時に生田の皆様は、

申し訳ないですけど痛み分けっていうこともあるんじゃないでしょうか。高森だって、町は高森のこ

とだからそんなに色々言えないって、そういう事ではないと思います。松川町は、このリニアの、要

するにありがたい、私はありがたいと思ってるんですけど、リニアの事をみんなで考えて分け合うと

いう、そういう姿勢がないと。先ほど西尾さんもおっしゃいましたけれども、曖昧にして終わっちゃ

ったっていう、そういう事では駄目だと思うんですよね。ですからその事をお願いして、ぜひ次回に

は、今ご回答は結構ですけど、次回にはその回答もしていただきたいという、そういうことです。 

 

【黒澤委員長】 

はい。ご意見ありがとうございます。町の方でも、高森への投げかけをしておるということで、そ

の回答を次回までにいただいてですね、豊丘ルートというか、宮ケ瀬橋を使ったルートについての回

答もしっかりいただけるように、努力をお願いしたいと思います。町の方でもしっかりと記録をして

おると思いますので、漏れのないように、次回までに準備を進めていただきたいと思います。 

時間も経過しておりますけれども（４）でありましたが、全体を通してこれだけはというご発言を

いただければ、お願いしたいなと思いますけど。いかがでしょうか。よろしいですかね。また 1 ヶ

月後の対策委員会のより良い回答を期待をしたいかと思います。それでは会議事項については終了

ということで、司会進行の方、だいぶ時間が経過して申し訳ありませんでした。町の方にお返しした

いと思います。ご協力ありがとうございました。 

 

４．その他 

その他について（小沢課長説明） 

質疑無し 

 

５．閉会 

【小沢課長】 

それでは大変長い時間の会議ということで、ありがとうございました。これをもちまして第２１回

の対策委員会を終了といたします。本日はありがとうございました。 

 

 


